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５－３－５．学会の開催状況

５－４．国際交流関係

（平成１８年３月３１日現在）５－４－１．学部間学術交流協定の締結状況

国 名 大 学 等 名 学 部 等 名 締 結 年 月 日

オーストラリア エディス・コワン コンピュータ，健康，科学部 平成 年 月 日18 3 3

大韓民国 釜山国立大学校 師範大学 平成 年 月 日16 9 6

中華人民共和国 華東師範大学 教育科学興技術学院 平成 年 月 日10 6 4

〃 北京師範大学 国際與比較教育研究所 平成 年 月 日10 11 25

（全学協定） 平成 年 月 日17 5 20

○国内の学生交流協定及び実施細則

【総合人間科学研究科博士前期課程】

大学等名 学部等名 締 結 年 月 日

兵庫教育大学 大学院学校教育研究科 平成 年 月 日17 4 1

学会名称 当該学会のタイトル名またはテーマ 開催日程 使用会場 参加人数

日本民俗音楽学会 第１９回神戸大会 平成17年11月12日－13日 発達科学部 約80名 岩井　正浩 教授

日本比較生理生化学会 第26回日本比較生理生化学会大会 平成16年7月29日－31日
六甲ホール、滝川
記念学術交流会
館

約150名 尼川　大作 教授

日本調理科学会近畿支部 日本調理科学会近畿支部第31回研究発表平成16年7月10日
滝川記念学術交
流会館

約110名 白杉　直子 助教授

International Research Network
of Culture Studies in Science
Education (CSSE)

Strategic Planning Meeting for Developing
International Research Network for
Culture Studies in Science Education

平成16年7月9日－11日
グリーンヒルホテ
ル神戸

15名（外国人9
名，日本人6
名）

小川　正賢 教授

日本図学会 2004年度日本図学会大会 平成16年5月8日－9日 六甲ホール等 約200名 小髙　直樹 教授

担当教員
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５－４－２．国際会議及び国際シンポジウムの開催状況

５－４－３．外国人研究者の受入状況

講演会・研究会等 主 催 者 開 催 日 時 開催場所 外国人研究者の所属・氏名 費用の出所等

国際学会 平 山 洋 介 教 授 平成１７年 六甲ホール等 ﾌﾞﾘｽﾄﾙ大学 ポートピア８１記念基
９月 ６日 ～ ８日 金Asia-Pacific Network Misa Izuhara

・ りそなアジア・オセアfor Housing Research Ray Forrest
中国人民大学 ニア財団H o u s i n g a n d

大林都市研究振興財団Globalization YE Jianping
香港大学 前田記念工学振興財団

Rebecca L.H.Chiu
中央大学(韓国)

Seong-Kyu Ha
カンタベリー大学(ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ)

David C. Thorns
シンガポール国際大学

Asato SAITO

国際シンポジウム 総合人間科学研究科 平成１６年１１月２０日 六甲ホール等 ﾀﾞﾝﾃﾞｨｰ大学講師 運営費交付金
２１日 ｸﾞﾚｯｸﾞ・ﾜｸﾞｽﾀｯﾌ 発達科学部同窓会紫陽

ﾊﾝﾌﾞﾙｸﾞ音楽・演劇大学 会
ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ・ﾛｯｸ 国際文化学部後援会

（独）国際交流基金

講演会 近 藤 徳 彦 助教授 平成１６年 ３月 １日 発達科学部 ゲヘン大学助手 ｶﾄﾘｴﾝ･ｺｯﾎﾟ 学部内交流基金
中会議室Ｃ

ワークショップ 伊 藤 篤 助教授 平成１５年１２月２０日 発達科学部 ﾛﾝﾄﾞﾝ大学講師 ﾃﾞｨｳﾞｨｯﾄﾞ・ｺﾞﾌ 周年記念事業費90
中会議室Ｂ

国際シンポジウム 国際シンポジウム実 平成１５年１２月１７日 発達科学部 ﾛﾝﾄﾞﾝ大学講師 ﾃﾞｨｳﾞｨｯﾄﾞ・ｺﾞﾌ 周年記念事業費90
行委員会（委員長： Ｆ２５６ほか キーネ大学 ｼﾞｬﾈｷ・ﾅﾀﾗﾔﾝ・ 研究推進委員会
太田和宏 助教授） ﾁｬﾅｰﾙ 経費

同窓会経費

講演会 近 藤 徳 彦 助教授 平成１５年１２月 ５日 発達科学部 ｳｪｲﾝ州立大学教授 ﾄﾞｰﾅﾙ･ｵﾚｱﾘｰ 学部内交流基金
大会議室

国際シンポジウム 末 本 誠 教 授 平成１５年１１月 ３日 沖縄県 ナント大学教授 ﾗﾆｰﾍﾞﾙ・ﾏﾙﾁｰﾇ 科学研究費
青年会館 ナント大学講師 ﾏﾘ・ｱﾝﾇ・ﾏﾚ

ﾄｳｰﾙ大博士課程 ｴﾙﾍﾞ・ﾌﾞﾙﾄﾝ

講演会 近 藤 徳 彦 助教授 平成１５年 ９月２５日 発達科学部 ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州立大学ｻﾝ･ﾃﾞｨｴｺﾞ校 学部内交流基金
中会議室Ｃ 研究員 ｷｬｾｲ･ｷﾃﾞｨﾝｸﾞ

氏 名 所 属 機 関 国 籍 受 入 期 間 受 入 教 員 研 究 内 容

岡野 かおり ラトルブ大学 日本 平成１８年 １月２５日～ 朴木佳緒留 教授 現代日本における多文化主義教育と社会的公
（オーストラリア） 平成１９年１２月２５日 正に関する政策と実践を，成人教育及び学校
助教授 教育の場を中心に調査する。文献調査，フィ

ールド調査を含む。

西ヴィサヤ科学技 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 平成１７年１０月 １日～ 末本 誠 教授 日・比の比較による，人間の発達とライフMISOLA
術カレッジ・助教 平成１９年 ９月３０日 コースに関する学際的な研究Nehema
授Kilayko

デンマーク教育大 ﾃﾞﾝﾏｰｸ 平成１７年 ８月 １日～ 小川 正賢 教授 学校理科文化の違いから見た教師の教授Jan Solberg
学・カリキュラム 平成１７年１１月１１日 実践に関する比較研究
研究学科・博士課
程大学院生

ソフィア工科大学 ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ 平成１７年 ３月１６日～ 高橋 正 教授 大学におけるテクノロジーを用いた数学教育ELENA
助教授 平成１７年 ７月１７日 に関する調査研究APOSTOLOVA

VARBANOVA

日本学術振興会 英 国 平成１６年 ７月３０日～ 平 山 洋 介 教授 グローバル経済の拡充下における日本の住宅RONALD
外国人特別研究員 平成１８年 ７月２９日 システムに関する国際比較研究RICHARD

史 朝 国家高級教育行政 中 国 平成１６年 １月 １日～ 土 屋 基 規 教授 日中両国における研究型大学の学部生教育
学院 教授 平成１６年 ６月３０日 の質的保障に関する比較研究

モナシュ大学 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 平成１５年 ９月 １日～ 小 川 正 賢 教授 日本の科学教育制度に関する研究FENSHAM
名誉教授 平成１５年１１月３０日PETER

JAMES

米 国 平成１５年 ７月 １日～ 小 石 寛 文 教授 女子の数学における成功回避動機の日米比較研DUSTIN B Department of
平成１５年 ８月２１日 究THOMAN Psychology

University of Utah

英 国 平成１４年 ９月 ２日～ 平 山 洋 介 教授 住宅所有の日本・英国比較に関する研究RONALD Postgraduate
平成１５年 ８月３１日RICHARD Researcher,School of

Property and
Construction
Nottingham
Trentuniversity
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５－４－４．教員の海外渡航の状況

○学部
平成１７年度

国 名 区分 職 名 氏 名 渡 航 目 的 期 間

H17.11.23 H17.11.27韓国 出張 教授 今谷 順重 韓国における市民性教育・グローバル教育に ～

ついての意見交換と資料収集

ATC H17.12.12 H17.12.17韓国 出張 教授 高橋 正 国際会議 に参加し，研究発表会を行う ～

ため

H18.1.23 H18.1.26韓国 出張 教授 山口 泰雄 韓国スポーツ社会学会ウインターセミナーに ～

おける研究成果の発表

Comarative Housing Policy and Management H17.4.4 H17.4.7中国 研修 教授 平山 洋介 ～

IASI H17.5.15 H17.5.22中国 出張 助教授 長ヶ原 誠 コングレス２００５出席のため ～

IASI H17.5.15 H17.5.22中国 出張 教授 山口 泰雄 コングレス２００５出席のため ～

H17.6.15 H17.6.24中国 出張 教授 中川 和道 第１４回生命の起源国際学会での講演及び研 ～

究打ち合わせ

H17.9.2 H17.9.9中国 研修 教授 土屋 基規 国際フォーラムに参加・招待講演及び教育調 ～

査

H17.9.10 H17.9.16中国 出張 教授 今谷 順重 香港におけるグローバル教育・市民性教育に ～

ついての意見交換と資料収集

Changing Governce and Policy H17.11.18 H17.11.20中国 研修 教授 平山 洋介 国際会議「 ～

」に出席Paradigms in East Asia
H18.3.28 H18.3.31中国 出張 教授 柴 真理子 浙江大学との研究交流及び資料収集 ～

H18.3.28 H18.3.31中国 出張 教授 木 務 浙江大学との研究交及び資料収集 ～靑

H18.3.28 H18.3.31中国 出張 教授 末本 誠 浙江大学との研究交流及び資料収集 ～

H17.12.14 H17.12.18台湾 出張 教授 今谷 順重 台湾における市民性教育・国際教育・道徳教 ～

育についての意見交換及び資料収集

East Asian Science Education Conference H18.2.6 H18.2.9台湾 出張 教授 小川 正賢 にお ～

いて を行うためKeynote lecture
H17.8.16 H17.9.12ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 出張 助教授 太田 和宏 フィリピン民主制度に関わる研究調査 ～

ODA H17 12.3 H17.12.11ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 出張 助教授 太田 和宏 日本の プロジェクトの現地社会への影 ･ ～

響に関する調査

H17.7.2 H17.7.7米国 出張 教授 城 仁士 ﾛｻﾝｾﾞﾙｽのｺﾝﾋﾞﾆ及びｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄにおけるデザ ～

ート及び健康食品の実態調査

Metanexus H17.8.9 H17.8.17米国 出張 助教授 稲場 圭信 宗教社会学会で発表， 研究所を訪 ～

問し宗教と社会貢献活動について情報交換

PEANUT H17.8.29 H17.9.3米国 出張 助教授 青木 茂樹 実験の立ち上げ ～

H17.9.4 H17.9.12米国 出張 教授 小田 利勝 サード・エイジャーのライフスタイルに関す ～

る資料収集・情報の収集と研究打ち合わせ

H17.9.11 H17.9.21米国 研修 助教授 吉永 潤 歴史授業見学と教師への聞き取り調査および ～

資料収集

H17.10.5 H17.10.11米国 出張 助教授 稲場 圭信 現代アメリカにおける葬式及び墓の形態変化 ～

と動物供養に関する動向の調査

H17.11.7 H17.11.12米国 研修 講師 平芳 裕子 収蔵作品の実見調査並びに研究資料収集の ～

ため

H17.12.15 H17.12.18米国 研修 教授 齊藤 恵逸 ２００５環太平洋国際化学会議に出席のため ～

lant and Animal Genome XIVConference H18.1.13 H18.1.20米国 出張 助教授 近江戸 伸子 Ｐ に ～

参加並びに発表

H18.1.27 H18.1.31米国 出張 助教授 稲場 圭信 グローバリゼーション状況における日本型新 ～

宗教の可能性についての比較社会学的検討の

ためのデータ収集及び調査

H18.3.13 H18.3.23米国 出張 助教授 鈴木 幹雄 戦後ドイツ・米国における文化創出制度 芸 ～「 〈

術大学〉改革へのバウハウス教育学の貢献」

の為の現地調査・文献調査

H17.5 .31 H17.6.10米国･ｶﾅﾀﾞ 出張 助教授 近藤 徳彦 アメリカスポーツ医学会に参加・資料収集 ～

H17.6.2 H17.6.11ｶﾅﾀﾞ 出張 教授 山口 泰雄 スポーツクラブの研究資料の収集と共同研究 ～

の打ち合わせ

H17.7.20 H17.8.2ｶﾅﾀﾞ 出張 助教授 長ヶ原 誠 ワールドマスターズゲームズ・エドモントン ～

大会のキャンペーン効果調査

Oxford Round Table H17.8.5 H17.8.13英国 出張 教授 小田 利勝 で招待講演 ～

H17.8.11 H17.8.30英国 出張 講師 秋元 忍 資料収集 ～

H18.3.12 H18.3.19英国 出張 教授 小田 利勝 海外拠点大学の選定調査及び交流促進のため ～

の打ち合わせのため
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OECD Workshop H17.11.13 H17.11.17ｵﾗﾝﾀﾞ 出張 教授 小川 正賢 に参加し，研究課題に関す ～

る研究情報を収集する

H17.6.1 H17.6.10ﾌﾗﾝｽ 研修 教授 末本 誠 国際形成生活史研究協議会研究大会参加。フ ～

ランス成人教育に関する資料収集

H17.10.4 H17.10.14ﾌﾗﾝｽ 出張 教授 末本 誠 ライフイベントに関する国際研究会出席・フ ～

ランスの生涯学習関連資料の収集

H17.9.9 H17.9.16ｲﾀﾘｱ 出張 教授 中川 和道 第１７回カイラリティー識別に関する国際シ ～

ンポジウムに参加し講演・研究打ち合わせを

行う

Algorithmic Algebra and Logic2 H17.4.2 H17.4.7ﾄﾞｲﾂ 出張 講師 長坂 耕作 に参加 ～

H17.9.14 H17.9.24ﾄﾞｲﾂ 出張 教授 岸本 肇 障害児（者）体育・スポーツ並びに体育教 ～

育に関する資料収集

H17.9.8 H17.9.25ﾄﾞｲﾂ 出張 講師 橋本 直人 ドイツ社会学の制度化過程における後期ナマ ～

ックス・ウェーバーの理論的転回についての

資料収集・文献収集

H17.11.30 H17.12.7ﾄﾞｲﾂ 出張 教授 今谷 順重 ヨーロッパ市民教育についてのコンファレン ～

スへの参加と共同研究についての意見交換・

資料収集

H18.2.7 H18.2.20ｵｰｽﾄﾘｱ 出張 教授 高橋 正 代数幾何学におけるグレブナー基底理論とそ ～

の応用に関する特別研究集会

th Commonwealth internatioonal sport H18.3.7 H18.3.13ｵｰｽﾄﾘｱ 出張 教授 平川 和文 １３ ～

に出席conference
The 8th International Workshop in Computer H17.9.10 H17.9.18ｷﾞﾘｼｬ 出張 講師 長坂 耕作 ～

へAlgebra in Scientific Computing ,CASC'2005
の参加・講演・意見交換

H17.9.29 H17.10.6ﾃﾞﾝﾏｰｸ 出張 教授 城 仁士 ﾃﾞﾝﾏｰｸ国内の高齢者福祉施設（特にユニット ～

ケア ，グループホーム及び高齢者住宅調査）

H17.9.29 H17.10.6ﾃﾞﾝﾏｰｸ 出張 教授 靑木 務 ﾃﾞﾝﾏｰｸ国内の高齢者福祉施設（特にユニット ～

ケア ，グループホーム及び高齢者住宅調査）

H17.9.29 H17.10.6ﾃﾞﾝﾏｰｸ 出張 助教授 井上 真理 ﾃﾞﾝﾏｰｸ国内の高齢者福祉施設（特にユニット ～

ケア ，グループホーム及び高齢者住宅調査）

H17.9.7 H17.9.17ﾉﾙｳｪｰ･ﾃﾞﾝﾏ 出張 教授 柴 真理子 舞踊運動の基礎感情及び体感に関する研究情 ～

ｰｸ 報の交換と，舞踊教育の実践に関する調査

TAFISA ASFAA H17.9.15 H17.9.22ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ 研修 教授 山口 泰雄 第１９回 コングレス及び ～

理事会・総会への出席

H17.4.19 H17.4.27ｳｸﾗｲﾅ 研修 助教授 田村 文生 自作品のリハーサルと本番への立ち会い ～

H17.6.16 H17.6.22ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 出張 教授 今谷 順重 オーストラリアにおける市民的資質教育・多 ～

文化教育についての意見交流と資料収集

H17.7.18 H17.7.25ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 出張 教授 若尾 裕 第１１回世界音楽療法学会に参加 ～

International Mathematica Symposium 2005 H17.8.3 H17.8.10ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 出張 講師 長坂 耕作 へ ～

の参加・講演・意見交換

H17.9.24 H17.9.30ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 出張 教授 川畑 徹朗 第３６回オーストラリア公衆衛生学会に出席 ～

・発表

H18.2.18 H18.2.25ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 出張 教授 川畑 徹朗 ヘルスプロモーションに関する資料収集 ～

H18.2.18 H18.2.25ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 出張 教授 石川 哲也 ヘルスプロモーションに関する資料収集 ～

平成１６年度

国 名 区分 職名 氏 名 用 務 期 間

韓国 出張 教授 岩井 正浩 第２０回民族芸術会参加韓国民族舞踊調査 H16.6.11～H16.6.14

韓国 出張 教授 小川 正賢 「科学教育の文化研究」に関する国際研究ﾈｯ H17.2.17～H17.2.19

ﾄﾜｰｸの構築に係る東ｱｼﾞｱ地区での広報活動

韓国 出張 教授 末本 誠 釜山大学校師範大学との交流協定の締結のた H16.9.8～H16.9.10

め

韓国 出張 助教授 田村 文生 同上 H16.9.8～H16.9.10

韓国 研修 助教授 近江戸 伸子 Asian Chromosome Colloquiumでの発表と参 H16.5.19～H16.5.23

加

韓国 研修 教授 中川 和道 第１４回光生物学国際会議への参加及び研究 H16.6.10～H16.6.16

打ち合わせ

韓国 出張 教授 山口 泰雄 ｽﾎﾟｰﾂ科学研究に関する共同研究打ち合わせ H16.10.12～H16.10.15

中国 出張 教授 浅野 慎一 中国残留孤児・残留婦人の生活と文化変容に H16.8.7～H16.8.28

関する調査
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中国 研修 助教授 太田 和宏 神戸大学の北京師範大学の学生交流プログラ H17.1.9～H17.1.14

ムの引率

中国 研修 講師 川木 冴子 大学間協定に基づく学術交流のため H16.5.14～H16.5.20

中国 研修 教授 小石 寛文 「基礎教育改革とその発展の展望」に関する H16.5.14～H16.5.20

第２回国際会議出席

中国 研修 教授 小石 寛文 第２８回国際心理学会参加。ハルビン鉄路第 H16.8.8～H16.8.18

一高等学校視察，遼寧師範大学視察

中国 出張 教授 柴 真理子 中国人学生を対象にした舞踊運動の体感によ H16.10.9～H16.10.16

る感情価に関する実験

中国 研修 教授 末本 誠 福建省成人教育会議，中国成人教育協会総会 H16.12.1～H16.12.8

出席

中国 研修 教授 高橋 正 大学間協定に基づく学術交流のため H16.5.14～H16.5.20

中国 研修 助教授 武田 義明 東亜ナラ林文化調査および日中交流 H16.8.20～H16.9.1

中国 研修 教授 土屋 基規 「基礎教育改革とその発展の展望」に関する H16.5.14～H16.5.19

第２回国際会議出席

中国 出張 教授 平山 洋介 ASEF and ALL iancl Annval Workshop H16.7.11～H16.7.15

Seriesに参加

中国 出張 教授 山口 泰雄 中国のスポーツ振興政策についての現地調査 H17.2.21～H17.2.24

中国 出張 教授 山崎 健 北京・上海市の住宅の市場化とその地域的展 H16.9.5～H16.9.13

開に関する資料収集とフィールドワーク

中国 研修 教授 和田 進 新基礎教育国際シンポジウム H16.5.14～H16.5.19

台湾 出張 助教授 桑村 雅隆 H16.11.4～H16.11.7Taiwan-Japan Joint Conference on Nonlinear
に出席Analysys and Applied Mathematics

台湾 出張 教授 山口 泰雄 第８会ASFAAコングレスへの出席及び研究発 H16.9.3～H16.9.8

表

ﾏﾚｰｼｱ 研修 助教授 近藤 徳彦 ASIA PACIFIC SPORTS SCIENCE CONFEREN H17.3.26～H17.3.311st
に参加

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 出張 講師 長坂 耕作 th Asian Technology Conference in Mathe H16.12.12～H16.12.189
に参加

ﾀｲ 研修 教授 三上 和夫 日本タイ教育行政学共同セミナー「教師教育 H16.11.24～H16.11.29

改革の新局面」に参加

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 出張 助教授 太田 和宏 フィリピンにおける社会開発実態の調査 H16.8.5～H16.9.3

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 出張 教授 小川 正賢 「第３回教師教育国際会議２００４」に参加 H16.6.29～H16.7.3

し，講演をするとともに新しい研究ネットワ

ーク設立に関する広告活動のため

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨｯ 出張 助教授 稲場 圭信 サードエイジャーの生活様式に関する調査 H16.10.19～H16.10.28

ｼｭ

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨｯ 出張 教授 小田 利勝 H16.10.19～H16.10.28同上

ｼｭ

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 出張 教授 川畑 徹朗 ライフスキル教育及び健康教育に関する資料 H16.4.21～H16.5.1

収集と研究成果発表のため

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 研修 教授 中川 和道 第４１回真空紫外光物理国際会議での講演及 H16.7.19～H16.7.24

び情報交換

米国 出張 教授 小川 正賢 「科学教育の文化研究」に関する国際研究ﾈｯ H116.10.13～H16.10.19

ﾄﾜｰｸの構築に係る東ｱｼﾞｱ地区での広報活動

米国 出張 助教授 近藤 徳彦 第５１回アメリカスポーツ医学会での発表 H16.6.1～H16.6.7

米国 研修 講師 平芳 裕子 研究調査（ﾒﾄﾛﾎﾟﾘﾀﾝ美術館・ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ美術 H17.2.28～H17.3.7

館）

米国 研修 助教授 前田 正登 ５th Engineering of Sport Conferenceへの H16.9.12～H16.9.16

出席

ｶﾅﾀﾞ 出張 教授 今谷 順重 カナダにおける市民的資質教育及び多文化教 H16.9.23～H16.10.2

育についての意見交流と資料収集

ｶﾅﾀﾞ 出張 教授 小田 利勝 サードエイジャーの生活様式に関する調査 H16.10.5～H16.10.12

ｶﾅﾀﾞ･米国 出張 助教授 長ヶ原 誠 スポーツ加齢学会における研究発表及び研究 H16.8.2～H16.8.12

フィールドワーク

英国 出張 助教授 伊藤 篤 Institute of Education,University of Lon H17.3.7～H17.3.14

don内のEPPIセンター等実践研究の聞き取り

資料収集

英国 出張 教授 今谷 順重 イギリスにおける地球市民教育・市民的資質 H16.8.8～H16.8.21

教育についての調査と資料収集

英国 出張 助教授 岡田 章宏 共同研究にかかる担当国（イギリス）の実態 H16.10.30～H16.11.7

調査・資料収集
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英国 出張 助教授 岡田 章宏 H16.12.18～H16.12.27同上

英国 研修 助教授 田村 文生 自作品のリハーサル及び初演（ベニス ，新 H16.10.20～H16.10.31）

作のための打ち合わせ（ロンドン）

英国 出張 助教授 津田 英二 知的障害者の歴史に係る国際セミナーへの出 H16.5.3～H16.5.9

席及び研究発表のため

英国 研修 教授 平山 洋介 East Asian Workshopに参加 H17.3.6～H17.3.11

英国 出張 助教授 松岡 広路 Institute of Education,University of Lon H17.3.7～H17.3.14

don内のEPPIセンター等実践研究の聞き取り

資料収集

英国･ｵﾗﾝﾀﾞ 出張 助教授 近江戸 伸子 ワーゲニング大学，レスター大学研究打ち合 H16.9.3～H16.9.13

わせ，第 回国際染色体学会に参加15
ﾌﾗﾝｽ 出張 助教授 青木 茂樹 素粒子標準理論の検証に関する日欧国際共同 H16.7.20～H16.7.24

研究に関する研究打ち合わせのため

ﾌﾗﾝｽ 出張 教授 末本 誠 国際教育的生活史研究会への出席及びフラン H16.9.23～H16.10.2

スの生涯学習関連資料の収集

ﾌﾗﾝｽ･ｲﾀﾘｱ 研修 講師 平芳 裕子 研究調査（ガリエラ美術館） H16.9.22～H16.9.28

ｽｲｽ･ﾎﾟｰﾗﾝ 出張 助教授 青木 茂樹 セルン加速器視察のため H16.6.24～H16.6.29

ﾄﾞ

ｵｰｽﾄﾘｱ 研修 助教授 大田（瀧井） 関西ドイツ文学会・シンポジウム H16.5.9～H16.5.17

美佐子

ｵｰｽﾄﾘｱ 出張 教授 高橋 正 ブッフバーガー教授との研究打ち合わせ H17.2.19～H17.2.25

ﾍﾞﾙｷﾞｰ 研修 助教授 木下 孝司 国際行動発達学会に参加・発表 H16.7.10～H16.7.16

ﾉﾙｳｪｰ 出張 教授 小川 正賢 ROSE Workshopの会議への参加 H16.11.7～H16.11.11

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ 出張 教授 小川 正賢 北欧の拠点大学と国際会議IOSTE開催大学で H16.7.23～H16.7.30

の当該研究ﾈｯﾄﾜｰｸの紹介と広報活動のため

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ 研修 教授 若尾 裕 第６回ヨーロッパ音楽治療法学会出席 H16.6.15～H16.6.24

ｷﾞﾘｼｬ 出張 助教授 齊藤 健司 第１０回国際スポーツ法学会学会発表 H16.11.24～H16.11.29

ｷﾞﾘｼｬ 出張 教授 山口 泰雄 五輪コングレスに参加し，諸外国のスポーツ H16.8.3～H16.8.12

クラブの研究情報を収集する。

ｷﾞﾘｼﾔ 出張 教授 平川 和文 プレオリンピック コングレスへの出席 H16.8.4～H16.8.132004

ﾊﾝｶﾞﾘｰ･ｵｰｽ 出張 教授 岩井 正浩 民族舞踊調査・研究 H16.10.25～H16.11.2

ﾄﾘｱ･ﾎﾟｰﾗﾝ

ﾄﾞ

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ 研修 教授 山口 泰雄 国際スポーツ情報協会年次会議出席 H16.4.16～H16.4.22

平成１５年度

国 名 区分 職名 氏 名 用 務 期 間

韓国 研修 教授 小川 正賢 国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑの招聘講演とﾊﾟﾈﾙ討論に参 15.11.18～11.21

加

韓国 出張 教授 朴木 佳緒留 韓国の社会教育施設の管理運営に関する 16.2.19～2.24

調査・研究

韓国 出張 助教授 津田 英二 韓国の社会教育施設の管理運営に関する 16.2.19～2.24

調査・研究

韓国 研修 教授 柳田 泰義 韓国ｽﾎﾟｰﾂ医学研究者の研究交流会 16.3.6～7／16.3.13

～14

中国 出張 教授 山崎 健 日本学術振興会特定国派遣研究者制度に 15.3.9～4.17

よる長期派遣

中国 出張 教授 浅野 慎一 中国残留孤児・残留婦人の生活と文化変 15.8.9～8.23

容に関する調査

中国 出張 教授 三上 和夫 ﾎﾟｽﾄﾋﾄｹﾞﾉﾑ社会における科学教育のあり 15.8.28～9.3

方に関する基礎研究の調査

中国 研修 教授 今谷 順重 国際教育ｾﾐﾅｰの参加と講演 15.9.12～9.16

中国 出張 教授 靑木 務 書跡の知覚的分析のための資料収集 15.9.18～9.23

中国 出張 教授 末本 誠 成人の諸学習の教育的意義に関する調査 15.9.18～9.23

中国 研修 教授 末本 誠 著書（中文）の出版記念会への出席，資 15.11.21～11.24

料収集

中国 研修 教授 平山 洋介 The Asia-pacific Network for Housing 16.2.1～2.7

Research Conference

中国 研修 教授 平山 洋介 Comparative Housing Policy and Manag 16.3.16～4.2

mentのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに参加
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台湾 出張 助教授 高橋 正 第8回ATCM国際会議への出席，講演 15.12.16～12.17

ﾏﾚｰｼｱ 出張 教授 平山 洋介 APMHR conferenceにて研究発表 15.6.30～7.5

ｲﾝﾄﾞ 出張 助教授 澤 宗則 都市・産業開発に関する学術調査 15.12.5～12.30

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 出張 教授 川畑 徹朗 ﾗｲﾌｽｷﾙ教育及び健康教育に関する資料収 15.10.10～10.18･

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 集

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨ 出張 助教授 松岡 広路 ｴﾝﾊﾟﾜｰﾒﾝﾄ実践の現状と課題に関する調 16.1.7～1.24

ｯｼｭ 査研究のため

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨ 出張 助教授 太田 和宏 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝの下におけるｴﾝﾊﾟﾜｰﾒﾝﾄ実 16.1.7～1.16

ｯｼｭ 践に関する実態調査

米国 研修 教授 白川 蓉子 AERA（ｱﾒﾘｶ教育学）2003年大会での研究 15.4.20～4.24

発表研究協議

米国 出張 助教授 近藤 徳彦 ｱﾒﾘｶｽﾎﾟｰﾂ医学会での発表のため 15.5.26～6.2

米国 研修 教授 濱口 八朗 第8回気液二相流国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑに出席， 15.7.5～7.13

混相流に関する研究交換と資料収集

米国 出張 助教授 津田 英二 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの参加，調査と研究交流 15.8.6～8.22

米国 出張 教授 城 仁士 ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽﾄｽﾄｱ及びｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄにおけるﾃﾞ 15.8.27～9.1

ｻﾞｰﾄ食品の動向調査

米国 出張 助教授 近江戸 伸子 学会参加並びに発表と研究打ち合わせ 16.1.9～1.19

米国 出張 教授 石川 哲也 科学研究費補助金による「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾉｰｽﾗ 16.1.19～1.24

ﾝﾄﾞ調査研究」のため

米国 出張 教授 平山 洋介 自治体まちづくりと地域環境制御の制度 16.2.15～2.20

的手法の展開状況に関する現地聞き取り

調査

米国 研修 講師 平芳 裕子 研究調査（ 16.2.28～3.7ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ美術館）

ｶﾅﾀﾞ 出張 教授 小川 正賢 National Association for Researchin 16.3.31～4.5

Science Teaching 2004 に参加，発表

英国 研修 講師 秋元 忍 資料収集（ﾌﾞﾘﾃｯｼｭ･ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ） 15.11.23～11.30

英国 出張 助教授 岡田 章宏 ｲｷﾞﾘｽにおける近隣政府ないし都市内部 16.2.11～2.21

権に関する調査研究

英国 出張 助教授 稲場 圭信 ｲｷﾞﾘｽ宗教社会学会出席，資料収集 16.3.25～4.3

英国 ﾃﾞﾝﾏ 出張 教授 柴 真理子 臨床的舞踊学に関する研究のための情報 15.7.12～9.10･

ｰｸ 交換及び資料収集

ﾄﾞｲﾂ 出張 講師 岩佐 卓也 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝ下におけるhuman develop 15.8.7～8.20

mentと新しい公共性

ﾄﾞｲﾂ 出張 教授 山口 泰雄 TAFISAｺﾝｸﾞﾚｽ及びASFAA総会への出席と 15.9.27～10.3

研究発表

ﾄﾞｲﾂ 研修 教授 岸本 肇 「捕虜兵のｽﾎﾟｰﾂ活動と学校交流」に関 15.11.21～12.2

する資料収集

ﾌﾗﾝｽ 研修 教授 末本 誠 成人教育支援者に関する国際会議出席 15.5.21～5.27

ﾌﾗﾝｽ 出張 講師 白水 浩信 在外研究（西欧ﾎﾟﾘｽ論における近代教育 15.6.1～16.1.31

の生成に関する歴史研究）

ﾌﾗﾝｽ ｲﾀﾘｱ 研修 教授 末本 誠 「国際教育と生活史」研究会総会に出席 15.3.20～4.4･

及びｲﾀﾘｱの成人教育施設に関する資料収

集

ｽ ｲ ｽ ｽ ｳ ｪ ｰ 研修 助教授 長ｹ原 誠 ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ2009滋賀招致のため 15.8.7～8.14･

ﾃﾞﾝ ﾃﾞﾝﾏｰ のﾋｱﾘﾝｸﾞ調査･

ｸ

ｵｰｽﾄﾘｱ 出張 教授 城 仁士 第8回ﾖｰﾛｯﾊﾟ心理学会出席 15.7.6～7.11

ｲﾀﾘｱ 研修 教授 濱口 八朗 第3回日欧二相流専門家会議に出席なら 15.9.18～10.1

びに二相流に関する研究交換

ｲﾀﾘｱ 英国 研修 助教授 稲場 圭信 ﾄﾘﾉで国際宗教社会学会発表，ﾛﾝﾄﾞﾝ・ﾊﾟ 15.7.20～8.5･

ﾌﾗﾝｽ ﾘで調査資料収集･

ﾉﾙｳｪｰ ｽｳｪ 研修 教授 朴木 佳緒留 ｽｶﾝｼﾞﾅﾋﾞｱの環境，福祉，ITに関わる視 15.5.28～6.8･

ｰﾃﾞﾝ ﾃﾞﾝﾏ 察とﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ･

ｰｸ

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 研修 教授 中川 和道 第12回X線吸収微細構造国際会出席およ 15.6.21～6.29

び研究打ち合わせ

ｽﾍﾟｲﾝ 研修 助教授 長ｹ原 誠 国際ﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑ滋賀招致のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 15.5.11～5.15

ｽﾍﾟｲﾝ ｵｰｽ 出張 教授 岩井 正浩 民俗音楽調査 16.2.15～2.22･

ﾄﾘｱ

ﾛｼｱ 研修 助教授 武田 義明 北東ｱｼﾞｱ植物地理ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ出席のため 15.7.20～7.30

ﾁｪｺ 研修 助教授 井上 真理 第5回国際会議TEXSCI2003 15.6.12～6.20
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○附属住吉校
平成１７年度

国 名 区分 職名 氏 名 用 務 期 間

17.7.28 8.2米国 出張 教諭 東野 弘文 平成１７年度補習授業校現地採用講師研 ～

修会に参加

16.7.31 8.14ﾀｲ 出張 教諭 立花 千尋 ﾀｲの中等学校の英語授業の観察と現地校 ～

の英語教師との研究協議

16.10.24 10.31ｶﾅﾀﾞ 出張 教諭 橘 早苗 World Conference on E-Learning in Co ～

rporate,Gobernment,Healthcare,&

Higher Educationに参加，研究発表

平成１６年度

国 名 区分 職名 氏 名 用 務 期 間

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 研修 教諭 上月 啓史 姉妹校オーストラリアクイーンズランド 16.7.23～16.8.1

和氣 清 州立アイアンサイド小学校への交流訪問

山下 真 の児童引率のため

ｶﾅﾀﾞ 出張 教諭 竹下 裕子 におけ 16.8.9～16.8.15Knowledge Forum Summer Institute
藤本 雅司 る研究資料の収集のため

山本 智一

米国 ｶﾅﾀﾞ 出張 教諭 東野 弘文 平成16年度在外教育施設巡回指導のため 16.10.1～16.10.11･

平成１５年度 該当なし

○附属明石校園
平成１７年度

国 名 区分 職名 氏 名 用 務 期 間

米国 出張 教諭 野田 浩稔 米国における国際理解教育視察 17.8.16～17.8.28

韓国 出張 教諭 橋場 弘和 国際会議 に参加・研究発表 17.12.12～17.12.17ATCM

平成１６年度

国 名 区分 職名 氏 名 用 務 期 間

米国 出張 教諭 北代 尚之 平成 年度教職員派遣研修（２ヶ月派 16.7.24～16.9.2016
遣）諸外国の教育の実状・内容及び方法

・管理運営等の視察

平成１５年度

国 名 区分 職名 氏 名 用 務 期 間

ﾃﾞﾝﾏｰｸ ｽｳ 出張 教諭 田中 克己 諸外国の教育，文化，社会等の実情視察 15.11.6～16.11.21･

ｪｰﾃﾞﾝ ﾉﾙｳ･

ｪｰ

５－５．情報公開・広報関係

５－５－１．ホームページ

○サイト更新履歴

平成17年3月24日 『平成17年度教育実習事前実習ガイダンス』コンテンツを追加。

平成17年3月24日 『平成18年度幼児・児童・中等教育実地研究 (教育実習) 説明会』コンテンツを追加。

平成17年4月8日 『ヒューマン・コミュニティ創成研究センター開設記念シンポジウム』コンテンツを追加。

平成17年4月15日 『 第 122回 自 然 環 境 論 セ ミ ナ ー 「 生 体 分 子 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に お け る 量 子 化 学 計 算 の 役

割」』コンテンツを追加。

平成17年4月19日 『快適な住環境を木に求めて』コンテンツを追加。

平成17年4月19日 『社会貢献レポート』コンテンツの掲載を開始。

平成17年4月19日 『男女共同参画施策にかかわって』コンテンツを追加。

平成17年4月20日 『書籍紹介』コンテンツを追加。

平成17年5月2日 『神戸大学からのお知らせ』に「通学時のマナーについて」へのリンクを追加。

平成17年5月9日 『第 123回 自然環 境論セミナー 「Free-Energy Simulations Using Stochastic Optimizatio

n Methods for Protein Structure Prediction」 』コンテンツを追加。

平成17年5月9日 『 第 124回 自 然 環 境 論セ ミ ナー 「 Complexity of DNA Electron Structure: A Theoretica

l Study」』コンテンツを追加。




